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行動分析学研究：投稿前のチェックリスト（著者/査読者用） 

 

このチェックリストを使って原稿を最終確認してから投稿して下さい。 

 

1. ファイルについて（以下の 2 種類のファイルを投稿・審査システムで提出して下さい）： 

 □本文（Word） □本文（PDF） 

 

2. 本文の書式や体裁について 

□投稿規定および執筆の手びきに記載されたルールにしたがって作成されている。 

《特に以下のありがちな間違いにご注意下さい》 

□学会 web サイトから本文のひな形ファイルをダウンロードして使用した。 

□ひな形ファイルから、教示文（「和文の論文種別」や「*著者名と所属機関名は投稿時には...」

など）は削除してある。 

□本文は 1ページ 40字×30行となっている。 

□第 1、第 2 頁が所定の書式のタイトルページで、第 3 頁から本文が始まっている。 

□著者の氏名や所属など、著者をできる特定する情報は削除済みである。 

□抄録は英文・和文ともに構造化抄録の形式になっている。 

□行番号を表示してある。 

□見出しに数字や番号が振っていない（「振っていない」が正解）。 

□本文は明朝体、見出しはゴシック体に指定してある。 

□英文抄録中の見出し部分はゴシック体にはせず、明朝体のままイタリックを指定してある。 

□和文抄録中の見出し部分はゴシック体に指定してある。 

□句読点は「、」と「。」を使っている。 

□図表は本文中の該当箇所に挿入してある。 

□図を Excel などで作図した場合には Word に「図としてペースト」した。 

□表は Word の作表機能を使って作成した。 

□本文の Word 版と PDF 版を見比べて、図表が正しく再現されていることを確認した。 

□図表中の文字の大きさが十分に大きい。 

 *本誌は B5 版で印刷されます。原稿は A4 版で提出していただいておりますから、最終的

には縮小されて印刷されます。そのことを考慮し、図表中の文字の大きさは A4 版の時点

で 10 ポイント以上として下さい。さらに、投稿前に A4 から B5 に縮小コピーして判読

可能かどうかを確認して下さい。 

□数量を表す数字は、数字と単位との間に半角のスペースを挿入してある（例：「3cm」では

なく「3 cm」）。 

□英文中のカンマの前に半角スペースが挿入されていない（例：「Journal of Applied 

Behavior Analysis ,23 ,23-32.」ではなく、「Journal of Applied Behavior Analysis, 23, 

23-32.」）。 

□直接引用の場合には引用符で囲い、原典中の頁数を明記してある。 

□引用文献一覧の書式が投稿の手引きのルールに従って作成されている。 

☆引用文献一覧の作成においてよくある間違いを確認して下さい： 

□本文中で引用している論文が一覧にない。 

□引用文献一覧中にある論文が本文にない。 

□本文と一覧とで著者の名前や発行年が異なる。 

□一覧が著者の名前のアルファベット順に並んでいない。 
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□和雑誌に掲載された題目や雑誌名の後にピリオドがある（必要ありません）。 

□洋雑誌に掲載された題目や雑誌名の後にピリオドがない（必要です）。 

□和雑誌の雑誌名がイタリック表記になっている（正体にして下さい）。 

□洋雑誌の雑誌名がイタリック表記になっていない（イタリック指定にして下さい）。 

□雑誌の巻数がイタリック表記になっていない（イタリック指定にして下さい）。なお、

号数は通常体にして下さい。 

□（他にも書式や誤字、特に英文のスペルの間違いが非常に多くなっています。念入りに

校正して下さい）。 

 

3. 倫理について 

□未刊行の論文である。 

□論文の内容と研究の手続きは「日本行動分析学会倫理綱領」に準じている。 

□「方法」の「参加者」のセクションに実験参加や研究成果の公表について参加者から同意

が得られていることを示す情報が記述されている。 

 

4. 内容について 

□英文タイトルと抄録については英語のネイティブに校閲を受けている。 
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